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( 5）第一番目ニハ コノ オー中南米ノ 経済構造ト イウモノガアメリカト クラ





































































これは， rAと思う. Bと思う．」「Aと言う. Bと言う・JrAトイウ N, Bトイウ N,Jのよ
うに，本来文なり節なりで繰り返して表されるべきものの前半部の rト」以下が落ち， γAと，























話し言葉における引用の「トJ の機能 249 
3-4. 完全終止系




























前述したように， 3-1から 3-3までと， 3-4の間には質的な違いがある．前者のク守ループは，










































































露木： うん， 100人のうち， 5人やればいいんだと，猛烈に

























B: (29a）知らないよ． B: (30a）はい，はい，手伝いますよ．
(29b）知らないょっと． (30b）はい，はい，っと．手伝いますよ．




4 「ワケダJ に関する詳細な記述がある寺村（1984）の中で，典型的と言われている一番目の用法は， ＇｛言吾
は東向きに坐る．その左隣に，保子は南向きに坐る．信吾の右が修ーで，北向きである．菊子は西向き
だから，信吾と向い合っているわけだ・ J(p. 274）のようなものである．この例で下線部が P（既定の事
実）， r菊子は信吾と向い合っているJ がQ（当然の論理的帰結）である． しかし，本稿の完全終止形Bと
共通すると考えられる 3番目の用法では， Pに当たる文がQの前後に見られない事が，特徴として挙げ
られている．





























5「また， Aったらあんなことして．．．お母さんに言ってやろうっとJ のように， A本人を目の前にしてこ
れが発話される場合も考えられる． しかし，意思の表明というのは本質的に相手の応答を期待しないも
のであると考えられるので，ここでは全て独言のカテゴリーに入れてある．
6 これは Maynard(1996）で述べられている selfquotationの一種で，自己の発話のインパクトを軽減する











































した.Aは基本的に rと思う」「と言う」「トイウ NJを表示するものである． これは，引用す
る内容を表示するという点で，最も基本的な無標の用法であると言えよう．但し話し言葉におい
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